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平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)４回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にち じ)：平成 (へいせい)３０年 (ねん)８月 (がつ)２２日 (にち)（水 (みず)）１３：３０～１５：３０
場所 (ば しょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんか しゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)７名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)

１　会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
（１）平成 (へいせい)３０年度 (　　　ねんど)相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)について
　平成 (へいせい)３０年度 (　　　ねんど)相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)初任者 (しょにんしゃ)研修 (けんしゅう)に参加 (さんか)したメンバー (めんばー)が感想 (かんそう)や反省点 (はんせいてん)と考 (かんが)えることを報告 (ほうこく)しました。
（２）思 (おも)いの共有 (きょうゆう)
　当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)それぞれの「私 (わたし)の思 (おも)い」をメンバー (めんばー)の皆 (みんな)で共有 (きょうゆう)します。
（３）交流会 (こうりゅうかい)の開催 (かいさい)について
　当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)の地域 (ちいき)開催 (かいさい)について、開催 (かいさい)日 (び)と当日 (とうじつ)の内容 (ないよう)を中心 (ちゅうしん)に話 (はな)し合 (あ)いました。

	○出 (で)た意見 (いけん)

	・自分 (じぶん)がどういう経緯 (けいい)で相談 (そうだん)支援員 (しえんいん)に依頼 (いらい)したのか、どういうことで傷 (きず)ついたのか、自分 (じぶん)の思 (おも)いと違 (ちが)うアドバイス (あどばいす)が不安 (ふあん)だとか、相談 (そうだん)支援 (しえん)を使 (つか)う前 (まえ)と後 (あと)の経験 (けいけん)を話 (はな)した。
・受講生 (じゅこうせい)から積極的 (せっきょくてき)な意見 (いけん)があった。
・トップバッター (とっぷばったー)で緊張 (きんちょう)した。
・受講生 (じゅこうせい)から、「（当事者 (とうじしゃ)に）尋 (たず)ねていいかどうかわからないところがあったが、尋 (たず)ねていいということがわかってよかった。」という意見 (いけん)があった。
・主催者側 (しゅさいしゃがわ)としても、プロジェクト (ぷろじぇくと)のメンバー (めんばー)で考 (かんが)えた内容 (ないよう)で話 (はなし)ができたのでよかった。
・支援者 (しえんしゃ)のサポート (さぽーと)で、プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)が話 (はなし)をしたので驚 (おどろ)いた。
・登壇者 (とうだんしゃ)以外 (いがい)の人 (ひと)が話 (はなし)をするのは、受講生 (じゅこうせい)が混乱 (こんらん)するのではないか。
しかし、あとで謝 (あやま)ったのは良 (よ)かった。
・登壇者 (とうだんしゃ)ではないサポート (さぽーと)の人 (ひと)が話 (はな)すべきではなかった。打合 (うちあわ)せ不足 (ぶそく)。
・アンケート (あんけーと)には、受講生 (じゅこうせい)が混乱 (こんらん)したということは書 (か)いてなかった。
・友達 (ともだち)が、プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)が話 (はなし)をしていることにびっくりしていた。あれでよかった。
・当日 (とうじつ)出席 (しゅっせき)していないのでよくわからないが、会場 (かいじょう)の雰囲気 (ふんいき)などにもよるのではないか。
・雨 (あめ)松 (まつ)さんへの質問 (しつもん)が多 (おお)かった。受講生 (じゅこうせい)の関心 (かんしん)がどこにあるのかがよくわかった。
・当事者 (とうじしゃ)の代 (か)わりにセンター (せんたー)職員 (しょくいん)が代読 (だいどく)したことに対 (たい)し、振 (ふ)り返 (かえ)りシート (しーと)に「失礼 (しつれい)だ。」と書 (か)いてあった。
・「本人 (ほんにん)の了解 (りょうかい)を得 (え)て、・・・」と説明 (せつめい)するとよかった。
・竹 (たけ)端 (ばた)先生 (せんせい)も「代読 (だいどく)はリアリティー (りありてぃー)に欠 (か)ける。」と事業所 (じぎょうしょ)研修 (けんしゅう)のときに話 (はな)していた。
・初 (はじ)めて人権 (じんけん)センター (せんたー)へ行 (い)った。健 (けん)常者 (じょうしゃ)も差別 (さべつ)などいろいろあることがわかった。心 (こころ)の範囲 (はんい)が広 (ひろ)がるので、皆 (みな)さんも一度 (いちど)行 (い)ってみるとよい。
・健 (けん)常者 (じょうしゃ)、障 (しょう)がい者 (しゃ)関係 (かんけい)なく考 (かんが)えが深 (ふか)まる。資料 (しりょう)もたくさんある。利用 (りよう)しないともったいない。健 (けん)常者 (じょうしゃ)に特 (とく)に知 (し)ってほしい。
・１０日間 (かかん)ほどバカンス (ばかんす)に行 (い)った。メニエール (めにえーる)があるが、最近 (さいきん)耳 (みみ)が痛 (いた)い。
・１１月 (がつ)に友達 (ともだち)の弾丸 (だんがん)旅行 (りょこう)を応援 (おうえん)しに、神戸 (こうべ)へ旅行 (りょこう)する。ホテル (ほてる)代 (だい)込 (こ)みで１０万円 (まんえん)する。
・従 (じゅう)業者 (ぎょうしゃ)による虐待 (ぎゃくたい)の投稿 (とうこう)、勇気 (ゆうき)がいったと思 (おも)う。姉 (あね)も嫌 (いや)なことを言 (い)われ、精神的 (せいしんてき)に参 (まい)っている。姉 (あね)、職員 (しょくいん)、管理者 (かんりしゃ)で話 (はな)し合 (あ)ったが、職員 (しょくいん)が「あなたのためにしている。」と泣 (な)く。
・１か月 (げつ)、野球 (やきゅう)を観 (み)ていた。
・亀山 (かめやま)のコミュニティバス (こみゅにてぃばす)にヘルプマーク (へるぷまーく)の現物 (げんぶつ)が貼 (は)ってあってビックリ (びっくり)した。三重 (みえ)交通 (こうつう)には貼 (は)ってない。
・初任 (しょにん)研 (けん)では、自分 (じぶん)の立 (た)ち位置 (いち)の理解 (りかい)不足 (ぶそく)で申 (もう)し訳 (わけ)なかった。出 (で)しゃばった。
・現場 (げんば)の職員 (しょくいん)の意見 (いけん)をもっと聞 (き)くとよかった。それがミックス (みっくす)されてどうなるのか、興味 (きょうみ)がある。
・最近 (さいきん)予定 (よてい)が多 (おお)い。９月 (がつ)２７日 (にち)「津久井 (つくい)やまゆり園 (えん)の事件 (じけん)を忘 (わす)れない集会 (しゅうかい)in (いん)三重 (みえ)」に参加 (さんか)する。１０月 (がつ)８日 (にち)１３時 (じ)から「バリアフリー (ばりあふりー)映画 (えいが)上映 (じょうえい)in (いん)三重 (みえ)」人権 (じんけん)センター (せんたー)で映画 (えいが)上映 (じょうえい)する。
・週末 (しゅうまつ)はいつも出 (で)かけている。先週 (せんしゅう)電車 (でんしゃ)とバス (ばす)で湘 (しょう)南 (なん)へ行 (い)った。茅ヶ崎駅 (ちがさきえき)でサザン (さざん)の曲 (きょく)が流 (なが)れていた。８月 (がつ)２９日 (にち)は東大 (とうだい)へ行 (い)く。９月 (がつ)４日 (か)は人権 (じんけん)研修 (けんしゅう)の講師 (こうし)をする。他 (ほか)に沖縄 (おきなわ)など行 (い)く。
・今年度 (こんねんど)初 (はじ)めて参加 (さんか)した。このまま辞 (や)めてしまおうかとも考 (かんが)えた。
・もうすぐ四日市 (よっかいち)のあすなろう鉄道 (てつどう)の車両 (しゃりょう)が変 (か)わるので、乗 (の)りに行 (い)こうと思う (おもう)。最近 (さいきん)鉄分 (てつぶん)不足 (ぶそく)。湯 (ゆ)の山 (やま)線 (せん)に“つどい”という電車 (でんしゃ)が走 (はし)っている。急行 (きゅうこう)に乗 (の)って、桃園 (ももぞの)と南 (みなみ)が丘 (おか)の停車 (ていしゃ)を確認 (かくにん)したい。
・最近 (さいきん)家族 (かぞく)のことが忙 (いそが)しかったが、白山 (はくさん)高校 (こうこう)の試合 (しあい)を甲子園 (こうしえん)へ観 (み)に行 (い)った。
・名古屋 (なごや)のアクアアートミュージアム展 (あくああーとみゅーじあむてん)へ行 (い)ってきたが、地下鉄 (ちかてつ)にヘルプマーク (へるぷまーく)が貼 (は)ってあった。
・年末 (ねんまつ)に向 (む)けて、計画 (けいかく)を立 (た)てている。
・伊賀圏域 (いがけんいき)で交流会 (こうりゅうかい)を開催 (かいさい)する。１０月 (がつ)開催 (かいさい)で頼 (たの)んであるが、日時 (にちじ)、場所 (ばしょ)など詳細 (しょうさい)はこれから打合 (うちあわ)せで決 (き)まる。９月 (がつ)初旬 (しょじゅん)までに連絡 (れんらく)予定 (よてい)。
・快 (こころよ)く引 (ひ)き受 (う)けてもらった。
・管理者 (かんりしゃ)、相談 (そうだん)支援員 (しえんいん)らと話 (はな)し合 (あ)いたいと頼 (たの)んだ。
・交流会 (こうりゅうかい)とは別 (べつ)で、平成 (へいせい)３１年 (ねん)２月 (がつ)１７日 (にち)（日 (にち)）名張 (なばり)で福祉 (ふくし)フェスティバル (ふぇすてぃばる)があり、当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)からトークセッション (とーくせっしょん)に参加 (さんか)してほしいという話 (はなし)がある。
・次回 (じかい)のプロジェクト (ぷろじぇくと)が１１月 (がつ)なので、参加 (さんか)メンバー (めんばー)を今日 (きょう)決 (き)めておいた方 (ほう)がよい。
・打 (う)ち合 (あ)わせの方法 (ほうほう)は、ライン (らいん)、スカイプ (すかいぷ)などいろいろある。
・日時 (にちじ)など、要望 (ようぼう)すればある程度 (ていど)調整 (ちょうせい)してくれる。
・部会 (ぶかい)に合 (あ)わせると、出席者 (しゅっせきしゃ)（部会 (ぶかい)メンバー (めんばー)）が限 (かぎ)られる。
・次回 (じかい)は地域 (ちいき)開催 (かいさい)について、松阪 (まつさか)以南 (いなん)の南部 (なんぶ)開催 (かいさい)を検討 (けんとう)する。各自 (かくじ)で考 (かんが)えてくる。
・開催 (かいさい)回数 (かいすう)が減 (へ)ったので、報告会 (ほうこくかい)を検討 (けんとう)するのと二手 (ふたて)に分 (わ)かれて並行 (へいこう)してやっていった方 (ほう)がよい。



３．これからの内容 (ないよう)について
（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
○平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)５回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)５回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３０年 (ねん)１１月 (がつ)２０日 (にち)（火 (か)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
・「障 (しょう)がいの有無 (うむ)にかかわらず誰 (だれ)もが共 (とも)に暮 (く)らしやすい三重県 (みえけん)づくり条例 (じょうれい)」のパンフレット (ぱんふれっと)について、プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)の意見 (いけん)を訊 (き)きに、県 (けん)障 (しょう)がい福祉課 (ふくしか)から担当者 (たんとうしゃ)が来 (き)ます。
・松阪 (まつさか)以南 (いなん)の南部 (なんぶ)での地域 (ちいき)開催 (かいさい)と報告会 (ほうこくかい)について、二手 (ふたて)に分 (わ)かれて並行 (へいこう)して検討 (けんとう)する予定 (よてい)です。
・地域 (ちいき)開催 (かいさい)については事前 (じぜん)に各自 (かくじ)で考 (かんが)えてきてください。
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